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報告事項ク 

令和５年度とっとりのミリョク発見！発信！親子でおしごと体験ツアーの開催結果について 

                             令和５年９月６日 

小 中 学 校 課 

 

１ 目的 
鳥取県にあるいろいろな仕事を見学したり、体験したりすることで、子どもたち自身が働くこ

との意味ややりがいを知り、自分の将来について深く考えるきっかけとする。また、見学や体験
で得た学びを自由研究やリーフレット等を活用して発信することで、鳥取県内の企業のすばらし
い取組や、ふるさと鳥取のよさを実感できるようにする。 

県内の仕事を知り、楽しみながら社会のしくみを学ぶことができることから、子どもたちの未
来を生きぬく力を育む「ふるさとキャリア教育」の一環として行う。 

 
２ 期日   

東部コース：令和５年７月３１日（月）午前９時から午後４時３０分まで 
西部コース：令和５年８月 １日（火）午前９時から午後４時３０分まで 
中部コース：令和５年８月 ２日（水）午前９時から午後４時３０分まで 

  
３ 参加対象者 

小学校及び義務教育学校４年生～６年生の児童とその保護者 
・東部地区コース：１４組（児童１５名、保護者１４名、合計２９名） 
・西部地区コース：１３組（児童１４名、保護者１３名、合計２７名） 
・中部地区コース：１５組（児童１７名、保護者１７名、合計３４名） 

  ※３コースとも参加申込み多数により、厳正な抽選を行った上で参加者を決定 
 
４ 内容   

 
５ 成果・還元 

ツアー終了後のアンケートでは、参加した児童や保護者から、工場見学や仕事体験、各企業で
働く方の話を聞くことを通して、鳥取県内に魅力的な企業があることを知るとともに、鳥取のよ
さについても気づくことができたという感想が多くあった。 

また、鳥取の企業で働く人たちの様子を見て、その思いを聞き、実際に仕事の一部を体験する
ことで、働くことの意味ややりがいを知り、自分の将来について深く考えるきっかけとなったと
いう思いを持った児童がいた。（別紙参照） 

  さらに、参加児童にツアーで得た学びを、自由研究や新聞、感想文等にまとめ成果物として提
出してもらっている。今後は、アンケート結果や見学・体験時の写真とともにふるさとキャリア
教育に係るイベントで発表・展示し発信することで、広く県民に県内企業のすばらしい取組やふ
るさと鳥取のよさを実感する機会とするとともに周知していく。 

コース・期日 訪問企業 体験・見学内容 

＜東部＞ 

７月３１日 

（月） 

 

 

株式会社 LIMNO 

工場でタブレットの組み立て現場を見学した後、グ
ループで協働しながらタブレットの分解体験等を行
う。 

大江ノ郷自然牧場グル
ープ 有限会社ひよこ
カンパニー 

料理やスイーツが作られる様子の見学、卵を使った
スイーツや料理等を考える体験を行う。 

＜西部＞ 

８月 １日 

（火） 

 

 

三光株式会社 

山陰最大級の焼却工場を見学し、地域から出てくる
廃棄物のリサイクルや処理に関連する仕事の一部を
体験する。 

株式会社サテライトコ
ミュニケーションズネ
ットワーク 

テレビなどで配信されている緊急情報や地域情報配
信の仕組み、情報発信のコツを体験しながら楽しく
学ぶ。 

＜中部＞ 

８月 ２日 

（水） 

 

 

株式会社チュウブ 

芝畑で芝の育成の様子を見学し、芝の出荷体験をし
たり、芝の歴史について学んだりする。 

大山乳業農業協同組合 

工場で牛乳やヨーグルトができる様子を見学し、「利
き牛乳」体験を行う。 
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「令和５年度とっとりのミリョク発見！発信！親子でおしごと体験ツアー」の 

見学・体験内容と参加者の感想（東部地区コース） 

 

１ 日 時 令和５年７月３１日（月） 

２ 訪問企業 株式会社ＬＩＭＮＯ、大江ノ郷自然牧場グループ 有限会社ひよこカンパニー 

３ 参加人数 児童１５名、保護者１４名、合計２９名 

４ 見学・体験内容と参加者の様子 

実際に働く方から業務内容とともにその企業で働くよさややりがいについてのお話を聞

く中で、ものづくりや商品開発などの仕事に興味を持ったり、鳥取で働くよさに気付いたり

していた。 

【株式会社ＬＩＭＮＯ】 

・工場でタブレットの製造過程を見学した後、グループごとで協働しながらタブ 

レット分解体験等を行い、安全で安心な製品を製造する工夫について学んだ。 

・重い鉄球を高いところから落としてもひび一つ入らない頑丈な液晶画面に多 

くの児童が驚いていた。 

 

【大江ノ郷自然牧場グループ 有限会社ひよこカンパニー】 

・パンケーキが有名だが、卵の販売を主とした会社であり、起業にあたっての思い

や、おいしい卵づくりには鶏の飼育の仕方やえさが大切であることなどを聞いた。 

・集卵体験では、おそるおそる卵を触り、卵が割れないように優しくケ 

ースに入れていた。 

・卵ケースのデザイン作成では、大江ノ郷の卵のよさだけでなく、鳥取の

よさが卵を買った人たちに伝わるよう工夫しながら絵を描いたり、色を

塗ったりしていた。 

 

 

 

 

 

 

５ 参加した児童の感想（一部抜粋） 

・ＬＩＭＮＯは私が使っているチャレンジタッチを作っていて身近に 

感じました。 

・鳥取でしかできないことがたくさんあってすごいと思ったし、びっ 

くりしました。私も鳥取の会社で働きたいです。 

・大江ノ郷はスイーツのお店だと思っていたら、卵屋さんだったと聞 

いて驚きました。 

 

６ 参加した保護者の感想（一部抜粋） 

・親子で振り返って話をしたり、あの話はこういうことだよと説明したりして子どもとたくさん話すことができ

ました。 

・鳥取からでも情熱、強い意志を持って働いたり自分次第で夢も叶えることができたりするのだと思いました。

子どもの好きなことをみつけられるようたくさんの経験をして選択の幅を広げられるようにしていきたいで

す。できれば鳥取で働いてほしいなとはひっそりと思っていますが、どんな夢でも自分らしく生きる姿を応援

できる親でありたいなと思います。 

・どちらの企業も、「鳥取にはこんなすごい仕事をしている会社があるよ」と自慢できる企業だと思いました。 

・地元企業の魅力を知る機会はそう多くないと思います。この貴重な体験が子どもの将来の学びや進路選択に大

いに役立つと思いました。 

・最後のプレゼンで、２０代の方のどうしてこの仕事を選んだかという生の声が聞けて、よい体験ができたと思

いました。子ども達にもこういうふうに職業を決めて、鳥取を活性化させてもらいたいと思いました。 

参加児童の学びの成果物 
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「令和５年度とっとりのミリョク発見！発信！親子でおしごと体験ツアー」の 

見学・体験内容と参加者の感想（中部地区コース） 

 

１ 日 時 令和５年８月２日（水） 

２ 訪問企業 株式会社チュウブ、大山乳業農業協同組合 

３ 参加人数 児童１７名、保護者１７名、合計３４名 

４ 見学・体験内容と参加者の様子 

よりよいものを鳥取から全国まで届けたい、鳥取のよさを生かして鳥取だからこそ

できる商品づくりを行うという思いを聞くことができ、ふるさと鳥取のよさや鳥取の

すばらしい企業の魅力に気付くことができた。 

【株式会社チュウブ】 

・本社で企業説明を聞いた後、国立競技場に出荷している芝と同じ芝を育成している

圃場で走ったり寝転んだりして芝の感触を確かめ、大きな機械で芝を刈る様子を見

学した。 

・芝の育成の様子を見て、体験する中で感じた疑問を企業の担当者にたくさん質 

問していた。 

・鳥取の砂地の多い地形は芝の育成に適していること、鳥取にいながら芝の育成を通して全国の様々な地域や人

とつながることができることを聞き、鳥取のよさを再発見している様子が伺えた。 

 

【大山乳業農業協同組合】 

・工場でヨーグルトや牛乳が作られる様子を見学した後、白バラ牛乳のおいしさ

の秘密や、大山乳業で働く人やその仕事の内容について詳しい説明を聞いた。 

・参加者は、普段給食で飲んでいる牛乳がどのように作られているかを興味深 

く見たり聞いたりしていた。 

・「利き牛乳」体験で、製造方法の異なる３種類の牛乳の飲み比べを親子で相 

談しながら行った。 

  

 

 

 

 

 

５ 参加した児童の感想（一部抜粋） 

・オリンピックの国立競技場での一晩での張り替え作業の話が印象的でした。 

・チュウブの芝にかける情熱に感動しました。国立競技場の芝をいつか見たいです。 

・こんなに近くに大舞台での活躍を裏で支えていた企業があったなんて知りませんでした。 

・白バラ牛乳がおいしいのはなぜだろうと思っていましたが、土づくり、餌作りから始まって、生産者さん一

人一人と向き合って、大事に育てられた牛からとれる乳を原料にしているからだということが分かりまし

た。 

・小さい頃から大山乳業の牛乳が大好きで地元に戻って楽しく働いておられる姿がとても輝いていました。 

 

６ 参加した保護者の感想（一部抜粋） 

・「親子で」というのがとても貴重な体験だったように思います。 

・本社が都会になくとも、地の利を活かした事業をやり方次第では世界レベルまで持っていけるということが分

かり、地元就職についての意識に変化がありました。 

・今回は、地元企業にはどんな会社があり、どのような仕事内容なのか、またそこで働く方が地元企業を選択し

た気持ち等を実際に見たり、聞いたりする貴重な機会だったと思いました。こういった内容の企画が更に増え

ると、これからの将来を考える子どもや親の参考になり、よいと思いました。鳥取のよさを親子共々改めて感

じられました。 

・鳥取に他県に誇れる仕事があることを嬉しく思いました。 

参加児童の学びの成果物 
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「令和５年度とっとりのミリョク発見！発信！親子でおしごと体験ツアー」の 

見学・体験内容と参加者の感想（西部地区コース） 

 

１ 日  時 令和５年８月１日（火） 

２ 訪問企業 三光株式会社、株式会社サテライトコミュニケーションズネットワーク（ＳＣＮ） 

３ 参加人数 児童１４名、保護者１３名、合計２７名 

４ 見学・体験内容と参加者の様子 

企業の方たちから自分たちの仕事にやりがいと誇りをもって働いていることをエピ

ソードも交えて聞くことができた。その上で業務の一部を体験することができ、働く

よさや難しさも実感することができたようだった。 

【三光株式会社】 

・廃棄物処理工場の見学後、本社で企業説明を聞いた。 

・リサイクルされたごみがどのように利用されるのかその実際を見たり、カードゲーム

を通して親子で楽しみながらごみの分別から処理までの流れを学んだりすることがで

きた。 

・廃棄物処理の際に出る熱を利用した魚の養殖に、参加者の多くが驚いていた。 

 

【株式会社サテライトコミュニケーションズネットワーク】 

・様々な部署の業務について詳しい説明を聞き、鳥取の魅力を発信するキャ

ラクターづくり体験とコンピュータを使った緊急速報発信体験を行った。 

・鳥取のよさについて改めて親子で考えたり、パソコン操作に戸惑いながら

も、親子で協力しながら緊急速報を発信したりして楽しみながら仕事につ

いて学んでいた。 

   

 

 

 

 

 

５ 参加した児童の感想（一部抜粋） 

・三光は、廃棄物の処理をしていて、汚いものの処理は私なら苦手なのに自

然のことや住民のことを考えて、一生懸命に仕事をしていてすごいと思い

ました。 

・暑い中、汗を流しながら一生懸命がんばっておられる姿を見て、私もがんばろうと思いました。 

・ＳＣＮは、全国に緊急速報を流していると知ってとても驚きました。間違った情報を流さないように、一つ一

つの情報をチェックし、ミスをしていないか一生懸命にチェックしていたことがすごいと思いました。 

・ＳＣＮは瞬時に速報を流してあげて、助かった人もたくさんいるようで感動しました。 

 

６ 参加した保護者の感想（一部抜粋） 

・鳥取県からでも全国で活躍できる仕事があると実感しましたし、子ども達も将来への視野が広がったと思います。 

・楽しそうに仕事のことを話してくださったので、働くことに対しての意識によい影響をもらえたと思います。 

・地元にいながら、広い世界や未来を考えて働くことができると知って、子どもの将来に向けての生き方によい

影響を与えてもらいました。 

・県内に、他県に誇れる業務内容の会社があることが分かりました。また、子どもと会社や社会について話す機

会が持て、実際に働く方のお話はたいへん刺激になりました。 

・社員さんが生き生きと、また全国規模で仕事をされており、自分の仕事が世の中のためになっているとおっし

ゃっているところを拝見し、地元でも広い視野で物事を考え対応できる人間になれると感じましたので、今後

の進路決定の際にも今回のような企業さんで働くことも一つの候補になりました。 

参加児童の学びの成果物 


